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目録データのこれから
データとサービスは表裏一体ではない
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目録データのこれから
データを組み合わせてサービスをつくる
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データとサービスの関係





IDによるデータ連携

NCID タイトル ISSN
AA12687814 国際学術情報流通基盤整備事業

(SPARC Japan)年報
2188823X

ID タイトル eISSN タイトルレベルURL
11826 国際学術情報流通基盤整備

事業(SPARC Japan)年報
2188-8248 http://www.nii.ac.jp/sparc

/publications/annual/

ISSN タイトル 印刷物等のISSN
2188-8248 国際学術情報流通基盤整備事業

(SPARC Japan)年報
2188-823X

NACSIS-CAT/ILL

ISSN日本センター

ERDB-JP



IDによるデータ連携
•暗黙の想定：データベース内のID同士は1対1
•「1つのNCIDには1つのISSNしかない」
•想定が成り立たない事例の増加
•内容説明・目次（と内容検索）
•全国遺跡報告総覧との連携









IDによるデータ連携
•内容説明・目次
• CAT：1つのNCIDに複数のVOLとISBN
• BOOK DB：1つのISBNに1つの記述
•→ 1つのNCIDに複数の記述
•全国遺跡報告総覧
• CAT：1つのNCIDに複数のVOL
•遺跡リポ：複数の報告書に同じNCID
•→ 1つのNCIDに複数の報告書





フラットな書誌
•双方のデータベースでIDの単位が異なる
•システムとして何を基本的な情報だと捉え
ているか

•NCIDの定義：固有のタイトルをもつ単位
•純粋な出版物理単位よりもIDの総数が減る
• VOLはIDの要件を満たさない

NCID
VOL VOL

外部ID
外部ID1：2



フラットな書誌
• 外部環境の変化
• 出版物理単位型IDの普及：流通系
• より詳細な単位のID：雑誌ID→記事ID
• 外部データの活用による付加価値向上
• 外部MARCを用いた書誌作成
• 電子リソースへのリンク
• 固有のタイトルの有無がIDの有無を決める状態から
脱却すべきでは？
• 全ての出版物理単位へのID付与：フラットな書誌



書誌階層の意義
•資料間の論理的なまとまり
•ライブラリアンによる代替不可能な情報
•親書誌・子書誌・VOLによって表現
•出版物理単位へのID付与とは矛盾しない
•固有のタイトルを持つ書誌の扱いそのもの
•検索による近似的実現の可能性

NCID 外部ID
外部ID1：1NCID論理構造



外部MARC活用と名寄せ
• フラットな書誌の応用例のひとつ
• NCIDと外部IDが1対1でリンクできることが大前
提
• 出版物理単位の書誌作成支援には有効
• 論理的なまとまりはMARC次第
• 名寄せ
• 複数の、IDのない書誌同士の類似性を判定する
• 精度と再現率のトレードオフ
• 人手でのエラー率と比較し慎重に導入する



CAT2020のデータ連携



後方互換性の担保
• CATPの原則維持
• 拡張ではなく制限
• できることは極めて限られる
• 「VOL積み禁止（仮）」
• 全ての出版物理単位にIDを与える方法の1つ
• 原則として固有のタイトルありとみなす
• 過去分への対応
• 図書館システムへの影響の最小化
• 徹底してソフトランディングを志向する



変化する書誌
•書誌は常に編集・追加・訂正される
•継続的な維持管理こそが品質を担保する
•人もコンピュータも間違える
•フィードバック方法の見直し
•データ修正のプロセス
•図書館システムへの通知・同期方法



まとめ
•書誌を取り巻く状況の複雑化
•図書館の本を組織化する方法
•外部データとの連携によって発見性を高め
る方法

•コンピュータリソースは実質無尽蔵
•あらゆる単位にIDをつけても枯渇しない
•ソフトランディングに向けて


